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この広報紙は30,000部印刷し、印刷費は１部あたり約26.7円です。

地域で頑張っている皆さんを「ダーツの旅」風に追っています！

やわらかな、若い風 ㉔

Monthly Happy Communications

Interactive
Side Story

 ふれあい
　サイドストーリー ミライア本荘店発、「秋田キャラバンミュージックフェス」を盛り上げよう！

書店で直接本に触れることで得ら
れる情報はまた別物。今後も面白
い売り場を作り、地域活性化に
つなげたい」と意気込んでいます。
　コミック売り場のディスプレー
名人・佐々木緑さんはメッセージ
ボードを作成。「地域の人やファ
ンの声を高橋さんに届けたい。ツ
イッターの活用など、相互参加型
で、皆さんと交流しながら作り上
げたいです」と目を輝かせます。
　みんなで、この夏フェスを盛り
上げましょう！

　「秋田キャラバンミュージックフェス
2017」（９月２・３日、花立）の
特設コーナーがミライア本荘店
（東梵天）に設置されました。佐々
木英昭店長は「市でこれほどの大
イベントは初めてなので、当店で
も特別な企画をやろうと決めまし
た。地元をしったげ盛り上げたい
気持ちは高橋優さんと同じです」
とフェスに懸ける思いを語ります。
　同店は店員さん手作りの立体
制作物のディスプレーで知られ、
売り場を見に遠方から訪れるお客
さんもいるほど。「インターネット
で情報が手に入る時代ですが、

秋田キャラバンミュージックフェス2017とは？

ミライア本荘店のTwitter
https://twitter.com/ms_book
ミライア本荘店のTwitter
https://twitter.com/ms_book

♥24歳、石脇　　♥性格　マイペース 。優柔不断なところもあるかと。
♥好きな言葉　「なんとかなる」。経験が浅い分、より前向きに挑戦しています。
♥市内で好きな場所　道の駅岩城です。海と夕日がきれいで、プラムシャーベ
　ットもすごくおいしく、大好きです。
♥お世話になっている方へ　宮城出身の私ですが、職場の皆さんには仕事を
　離れてもボートや休みの日などもお世話になっており、感謝しています。

　さゆりさんは由利本荘医師会病院に勤務する理学療
法士です。「運動療法や動作訓練を担当して３年目にな
りました。宮城県亘理町の出身です。笑顔を忘れず、
一人一人のリハビリに当たっています」。かつて入院して
いた方と再会した時など、「よお」と気さくに声を掛け
られることがうれしいと話します。気分転換の一つが
書道。小学生の時に習って以来の再挑戦で草書や近代
詩文に取り組んでおり、「心が落ち着き、集中できます」
と奥深い魅力を語ります。
　さゆりさんは９月に本市で開催
される「全国市町村交流レガッ
タ」の成年女子の部に、職場の
チームで出場します。「市代表ク
ルーの一員として、最後まで諦め
ずに頑張ります！」と意気込んでいます。

小倉さゆり さん
　　  OGURA   Sayuri    
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「
全
国
レ
ガ
ッ
タ
」、 

最
後
ま
で
諦
め
ず
に
頑
張
る！

チーム「セラピ　 ’ｓ」のメンバーたちと
スターズ

★高橋優さんへの熱い
メッセージを受け付け
ています。詳しくは
ミライア本荘店まで。
☎ ２７－１３６７

細部までこだわり抜いた
ディスプレーはスタッフの
佐々木彩香さんの作品です。

特設売り場に立つ佐々木店長。高橋優さんの
トレードマークの巨大な「メガネ」が目を引きます。

★横手市出身のシンガーソングライター・高橋
優さんが主催する野外音楽イベント。昨年は横
手市で開かれ、本年が２回目の開催に。２日間
で約１万６千人の来場が見込まれています。

http://www.city.yurihonjo.lg.jp　編集・発行◎由利本荘市広報課http://www.city.yurihonjo.lg.jp// 編集
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県
内
は
７
月
22
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
記
録
的
な
豪
雨
に
襲
わ
れ
、

市
内
で
も
河
川
の
氾
濫
、
道
路
や
農
地
の
冠
水
、
土
砂
崩
れ
、
住
宅
の

浸
水
被
害
な
ど
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

本
市
と
大
仙
市
を
結
ぶ
国
道
１
０
５
号
の
矢
立
峠
付
近
で
は
、
幅
約

８
㍍
の
道
路
が
約
30
㍍
に
わ
た
り
５
㍍
ほ
ど
下
の
た
め
池
へ
と
崩
落
し
、

全
面
通
行
止
め
に
。
そ
の
後
の
迅
速
な
応
急
復
旧
工
事
に
よ
り
、
同
月

31
日
か
ら
は
片
側
交
互
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
地
を

通
行
す
る
際
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
月
26
日
撮
影
。
関
連
記
事
は
２
〜
４
㌻
）



「
芋
川
改
修
の
早
期
完
成
」、
強
く
要
望

　

東
北
地
方
に
停
滞
し
た
梅
雨
前
線

の
影
響
に
よ
り
、
７
月
22
日
午
後
か

ら
市
内
で
断
続
的
に
激
し
い
雨
が
降

り
続
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
同
日
午
後
２
時
に
災
害
警

戒
室
を
設
置
。
土
砂
災
害
警
戒
情
報

や
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
な
ど
の

発
令
を
受
け
、
同
日
は
東
由
利
地
域

（
宿
・
老
方
・
蔵
・
法
内
）・
大
内

地
域
（
小
栗
山
・
松
本
・
平
岫
）・

鳥
海
地
域
（
上
笹
子
）
の
合
わ
せ
て

９
３
６
世
帯
、
２
５
８
９
人
に
避
難

指
示
や
避
難
勧
告
が
、
翌
23
日
の
未

明
か
ら
早
朝
に
か
け
て
は
岩
城
地
域

（
君
ヶ
野
・
亀
田
）・
大
内
地
域
（
岩

谷
町
）・
本
荘
地
域
（
内
越
・
福
田
・

畑
谷
）
の
９
８
７
世
帯
、
２
６
６
１

人
に
対
し
避
難
指
示
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
避
難
所
と
な
っ
た
公
民
館
や
出

張
所
に
は
最
も
多
い
時
で
２
９
８
人

が
避
難
し
ま
し
た
。
23
日
朝
、「
災
害

対
策
本
部
」
に
格
上
げ
し
体
制
を

強
化
し
ま
し
た
が
、
早
朝
に
か
け
て

芋
川
の
２
カ
所
の
観
測
地
点
で
氾
濫

芋
川
な
ど
氾
濫
、
甚
大
な
被
害
に

芋
川
が
氾
濫
し
、
広
範
囲
に
冠
水
し
た
大
内
地
域
の
徳
沢
橋
付
近

危
険
水
位
を
超
え
る
ま
で
に
増
水
し
、

広
い
範
囲
で
住
宅
の
浸
水
や
農
地
の

冠
水
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
床
上
浸
水

が
16
件
、
床
下
浸
水
は
60
件
を
数
え
、

松
本
地
区
で
は
押
し
寄
せ
た
泥
水
の

水
位
が
２
㍍
近
く
に
ま
で
上
昇
。
住

宅
の
１
階
部
分
や
車
庫
が
の
み
込
ま

れ
、
住
人
が
２
階
か
ら
消
防
署
の
ボ
ー

ト
で
救
助
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車

道
や
国
道
、
県
道
、
市
道
の
通
行
止

め
が
38
区
間
に
及
ん
だ
ほ
か
、Ｊ
Ｒ

羽
越
線
の
区
間
運
休
や
由
利
高
原
鉄

道
が
運
転
見
合
わ
せ
に
な
る
な
ど
、

交
通
機
関
も
大
幅
に
乱
れ
ま
し
た
。

大
雨
の
影
響
を
受
け
、
岩
城
地
域
（
道

川
・
亀
田
）
で
は
最
大
で
９
５
５
世
帯

が
断
水
し
、
給
水
バ
ッ
グ
（
10
㍑
入

り
）
の
配
布
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
関
係
の
被
害
の
全
容
は
確
定

に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
７
月
31
日

現
在
で
市
内
約
４
７
２
㌶
の
水
田
な

ど
が
冠
水
や
浸
水
に
よ
る
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　　

市
で
は
27
日
、
佐
竹
知
事
に
対
し
、

今
後
の
浸
水
や
冠
水
被
害
を
防
止
す

る
た
め
「
芋
川
の
河
川
改
修
の
早
期

完
成
」
を
市
議
会
と
合
同
で
要
望
書

を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ん
の
生
活
支
援
と
各
施
設
の

復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

激
流
で
損
壊
し
た
歩
道
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
（
松
本
）

石
や
泥
に
覆
い
尽
く
さ
れ
た
水
田
（
東
由
利
法
内
）

芋川の氾濫によって押しつぶ
された農業用ハウス（徳沢）
芋川の氾濫によって押しつぶ
された農業用ハウス（徳沢）

浸
水
し
た
納
屋
か
ら
棚
を
運
び
出
す
女
性
（
徳
沢
）

浸
水
し
た
納
屋
か
ら
棚
を
運
び
出
す
女
性
（
徳
沢
）

3 Yurihonjo city public Relations. 2017 2広報ゆりほんじょう 平成29年８月15日号

襲
う

畑
谷
）
の
９
８
７
世
帯
、
２
６
６
１

、

大
雨　
市
を

災
害
ご
み
を
回
収
す
る
総
合

支
所
の
職
員
（
平
岫
）
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市政情報

在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
手
当
の

支
給
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

市
で
は
、
次
の
①
〜
③
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
高
齢
者
な
ど
を
、

９
月
１
日
ま
で
の
間
、
在
宅
で
６

カ
月
以
上
継
続
し
て
介
護
し
て
い

る
同
居
の
ご
家
族
に
対
し
、
介
護

手
当
を
支
給
し
ま
す
の
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

①
介
護
保
険
法
に
お
け
る
要
介
護

状
態
区
分
が
要
介
護
４
ま
た
は
５

の
方

②
介
護
保
険
法
に
お
け
る
要
介
護

状
態
区
分
が
要
介
護
３
で
、
認
知

症
の
症
状
が
重
度
と
認
め
ら
れ
る

方③
介
護
保
険
法
に
よ
る
認
定
は
受

け
て
い
な
い
が
、
①
、
②
に
相
当

す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

※

②
と
③
に
該
当
す
る
方
に
つ
い

て
は
、市
の
担
当
者
が
調
査
し
ま
す
。

※

６
カ
月
の
間
、
入
院
・
入
所

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
な
ど
の
日

数
が
、
合
算
し
て
30
日
を
超
え
て

い
る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
期
間　

８
月
16
日
㈬
〜
９
月

15
日
㈮

※

詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

市政情報

「
平
成
29
年
７
月
22
日
か
ら
の
大
雨
」
災
害
に
伴
う

各
種
手
続
き
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方

に
、
保
険
金
の
請
求
や
融
資
、
所

得
税
・
市
民
税
・
県
民
税
の
雑
損

控
除
の
申
告
な
ど
に
必
要
と
さ
れ

る
「
罹
災
証
明
書
」
を
発
行
し
て

い
ま
す
。

◇
罹
災
証
明
書
と
は

　

災
害
に
よ
り
、
居
住
す
る
住
宅

に
被
害
を
受
け
た
こ
と
を
市
が
証

明
す
る
も
の
で
す
。

◇
罹
災
証
明
書
の
申
請
受
け
付
け

○
申
請
先

・
本
荘
地
域…

危
機
管
理
課

・
そ
の
他
の
地
域…

各
総
合
支
所

　

振
興
課

○
時
間

・
８
時
半
〜
17
時
15
分  

※

開
庁
日
の
時
間
外
や
休
日
は
、

　

受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

　

申
請
書
の
様
式
は
宿
直
に
て
お

　

渡
し
し
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
被
害
状
況
が
確
認
で
き
る
写
真 

・
現
場
の
図
面
な
ど 

・
委
任
状
（
本
人
お
よ
び
同
一
世

　

帯
以
外
の
方
が
申
請
す
る
場

　

合
）

○
そ
の
他

・
通
常
の
降
雨
に
よ
る
雨
漏
り
な

　

ど
は
災
害
に
含
み
ま
せ
ん
。

・
証
明
書
は
審
査
の
上
、
後
日
発

　

行
し
ま
す
。

・
申
請
お
よ
び
発
行
手
数
料
は
か

　

か
り
ま
せ
ん
。

・
証
明
書
の
発
行
に
現
地
調
査
を

　

行
う
必
要
が
あ
る
場
合
、
時
間

　

が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

　

で
あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く

　

だ
さ
い
。

・
目
安
と
し
て
３
カ
月
を
超
え
た

　

申
請
や
、
修
繕
済
み
の
物
件
で

　

被
害
状
況
が
確
認
で
き
な
い
場

　

合
、
証
明
書
の
発
行
が
で
き
な

　

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

大
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農

地
や
農
業
用
施
設
お
よ
び
林
業
施

設
な
ど
を
復
旧
工
事
す
る
事
業
費

に
対
し
て
次
の
補
助
事
業
が
あ
り

ま
す
。

◇
農
地
・
農
業
用
施
設
単
独

　
　
　

災
害
復
旧
事
業
費
補
助
金

○
補
助
対
象
事
業
費…

10
万
円
以

　

上
40
万
円
未
満

○
補
助
率

・
農
地…

３
分
の
１
以
内

・
農
業
用
施
設…

２
分
の
１
以
内

◇
林
業
災
害
復
旧
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　

単
独
補
助
金

○
補
助
率…

３
分
の
１
以
内

○
補
助
金
上
限…

30
万
円

　

床
上
浸
水
な
ど
に
よ
り
住
宅
や

家
財
な
ど
に
損
失
を
受
け
た
場
合
、

雑
損
控
除
と
し
て
、
平
成
29
年
分

確
定
申
告
お
よ
び
平
成
30
年
度
市

県
民
税
申
告
の
際
、
所
定
の
算
式

に
よ
り
計
算
し
た
額
の
控
除
が
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
通
常
の
確
定
申
告
な
ど
の
ほ
か

に
必
要
と
な
る
書
類

①
被
害
を
受
け
た
資
産
の
明
細

　

（
資
産
の
内
容
、
取
得
時
期
、

　

取
得
価
額
）
の
分
か
る
も
の

②
被
害
を
受
け
た
資
産
の
取
り
壊

　

し
費
用
、
除
去
費
用
そ
の
他
こ

　

れ
ら
に
類
す
る
費
用
で
、
被
害

　

に
関
連
し
て
支
出
し
た
金
額
の

　

明
細
の
分
か
る
も
の
お
よ
び
領

　

収
証

③
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て

　

受
け
取
る
保
険
金
、
損
害
賠
償

　

金
な
ど
の
金
額
が
分
か
る
も
の

④
市
町
村
か
ら
「
罹
災
証
明
書
」

　

の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
に

　

は
同
証
明
書

※

詳
し
く
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市政情報

第
３
回
「
市
議
会
定
例
会
」
の

会
期
日
程（
予
定
）を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

会
期
や
日
程
は
今
後
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
傍
聴
の
際

な
ど
は
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

会
期　

８
月
28
日
㈪
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
19
日
㈫

○
８
月
28
日
㈪…

本
会
議
（
開
会
、

議
案
の
説
明
）

○
30
日
㈬
・
31
日
㈭…

本
会
議

（
一
般
質
問
）

○
９
月
１
日
㈮…

本
会
議
（
一
般

質
問
、
議
案
質
疑
）
、
決
算
審
査

特
別
委
員
会

○
５
日
㈫
〜
８
日
㈮…

各
委
員
会
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会

○
14
日
㈭…

決
算
審
査
特
別
委
員

会○
19
日
㈫…

本
会
議
（
質
疑
、
討

論
、
採
決
、
閉
会
）

本
会
議
開
会
時
刻

○
８
月
28
日
㈪
、
９
月
19
日
㈫…

10
時

○
８
月
30
日
㈬
、
31
日
㈭
、
９
月

１
日
㈮…

９
時
半

※

８
月
15
日
㈫
ま
で
に
受
理
し
た

請
願
・
陳
情
を
今
定
例
会
で
審
議

す
る
予
定
で
す
。

　

市
で
は
、
空
き
家
の
有
効
活
用

を
図
る
た
め
、
市
空
き
家
情
報
登

録
制
度
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
空
き
家
の
売
却

や
賃
貸
を
希
望
す
る
所
有
者
か
ら

情
報
提
供
を
受
け
「
空
き
家
バ
ン

ク
」
に
登
録
し
た
物
件
を
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
利
用
希
望

者
に
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

登
録
対
象
物
件　

所
有
者
が
売
却
、

賃
貸
を
希
望
す
る
空
き
家
物
件

（
た
だ
し
、
営
業
を
目
的
と
す
る

も
の
、
倒
壊
な
ど
の
危
険
性
が
あ

り
生
活
の
場
と
し
て
機
能
し
な
い

も
の
は
除
く
）

登
録
方
法　

空
き
家
バ
ン
ク
登
録

申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。
地
域
振
興
課
、

各
総
合
支
所
振
興
課
に
備
え
付

け
）
に
必
要
書
類
を
添
え
て
市
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

空
き
家
の
所
有
者
で
な
い
方
が

申
請
す
る
場
合
は
「
委
任
状
」
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

契
約
の
交
渉　

空
き
家
の
現
地
調

査
か
ら
契
約
交
渉
、
契
約
成
立
ま

で
は
、
市
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物

件
を
取
り
扱
う
宅
地
建
物
取
引
業

者
の
仲
介
で
進
め
ら
れ
ま
す
。
物

件
登
録
に
当
た
っ
て
は
、
空
き
家

所
有
者
の
皆
さ
ん
に
「
市
空
き
家

バ
ン
ク
登
録
物
件
取
り
扱
い
企
業

一
覧
」
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
）
よ
り
宅
地
建
物
取
引
業
者
を

ご
指
名
い
た
だ
き
ま
す
。

市政情報

「
空
き
家
バ
ン
ク
」

登
録
物
件
を
募
集
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

☎
24―

６
２
３
０

問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局

☎
24―

６
３
８
６

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
支
援
課

☎
24―

６
３
２
２

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
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「空き家バンク」フロー図

由利本荘市
②　市HPで公開

仲介業者
市内不動産協力業者

⑥交渉および契約 ⑥交渉および契約

⑤交渉申し込み連絡

⑤交渉申し込み連絡

⑦交渉結果の報告

③問い合わせ・
　　　利用希望者登録

①登録申込書の提出
（仲介業者を決める）

④交渉申し込み

空
き
家
の
購
入
・
賃
借
希
望
者

空
き
家
の
所
有
者

（
売
り
た
い
方
・
貸
し
た
い
方
）

罹
災
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

り
さ
い

災
害
復
旧
事
業
費
関
係
の

　
　
　
　
　

補
助
金
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
先

農
山
漁
村
振
興
課

☎
24―

６
３
５
５

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
課

問
い
合
わ
せ
先

市
税
務
課

☎
24―

６
３
０
２

本
荘
税
務
署

☎
22―

２
３
３
５

大
雨
被
害
に
よ
り
生
じ
た

損
失
に
つ
い
て
（
雑
損
控
除
）

東由利
東由利
東由利
東由利
鳥　海
鳥　海
大　内
大　内
大　内
大　内
大　内
岩　城
岩　城
岩　城
岩　城
岩　城
岩　城
岩 城

東由利

本 荘

市道ザッコ又線
市道若林線
市道小倉線
市道中の沢線
市道堺台線
市道月山線
市道平岫・小又線
市道軽井沢・羽広・南外線
市道古館・岩洞川原線
市道高尾・雄和線
市道念仏橋・稲子沢・岩川線
市道川尻小二古線
市道観音森線
市道岩城東幹線
市道滝俣福俣線
市道福俣蛇田線
市道カ井田沢線
市道福俣線

市道高村線

市道三川12号線

法面崩落・路面流出
法面崩落
路肩崩落
路肩崩落
法面崩落
道路崩落
路面流出
法面崩落
道路崩落
法面崩落
路肩崩落
路肩崩落
法面崩落
法面崩落
土砂埋塞
法面崩落
土砂埋塞
土砂埋塞

橋台洗掘・路肩崩落

道路崩落

通行止め
一部区間通行止め
一部区間通行止め
一部区間通行止め
通行止め
通行止め
通行止め
通行止め
通行止め
通行止め
通行止め
通行止め
通行止め
通行止め
通行止め
通行止め
通行止め
通行止め

大型車通行止め
（普通車通行可）

通行止め
地域名 路線名 種 別 規制内容

※国道・県道の通行規制については、各ホームページでご確認ください。   
※規制状況は変更となる場合がありますので、最新の情報は市ホームページでご確認ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先　建設管理課　電話２４－６３４１   

※平成29年８月２日現在
■「平成29年７月22日からの大雨」災害による市道通行規制状況   

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課

☎
24―

６
２
３
８
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佐
藤
系
悦
委
員
が
会
長
に
、

会
長
職
務
代
理
者
は
大
場
弥
吉
委
員
に

　

８
月
１
日
に
農
業
委
員
会
総
会
が
開
か
れ
、
長
谷
部
市
長
が
新
農
業
委
員
24
人

に
任
命
辞
令
を
交
付
。
会
長
に
佐
藤
系
悦
委
員
が
、
会
長
職
務
代
理
者
に
大
場

弥
吉
委
員
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
は
、
新
設
さ
れ
た
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
に
23
人
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
農
業
委
員
と
推
進
委
員
は
、
公
募

に
応
じ
た
方
の
中
か
ら
選
考
委
員
会
に
よ
る
選
考
を
経
て
選
任
。
農
業
委
員
は
市

議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
さ
れ
、
推
進
委
員
は
農
業
委
員
会
総
会
の
決
定
を
得
て

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
会
長
の
も
と
、
農
地
利
用
最
適
化
の
推
進
に
向
け
た
充
実

し
た
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

佐 藤 系 悦氏
（64歳・矢島町荒沢）

佐 藤 和 子氏
（63歳・松街道）

佐 藤 俊 和氏
（65歳・新上条）

遠 藤 幸 男氏
（64歳・東由利舘合）

大 場 弥 吉氏
（63歳・鳥海町下笹子）

冨 樫 公 一氏
（61歳・薬師堂）

庄 司 和 夫氏
（66歳・飯沢）

小 野 眞 一氏
（65歳・東由利宿）

大 瀧 浪 雄氏
（68歳・芦川）

岡 部 五一郎氏
（67歳・鮎瀬）

小 松 忠 彦氏
（59歳・館）

佐々木 純 一氏
（59歳・赤田）

佐々木 知 榮氏
（62歳・矢島町川辺）

畑 山 留美子氏
（49歳・矢島町七日町）

佐 藤 喜 勝氏
（69歳・岩城道川）

熊 谷 正 博氏
（69歳・町村）

石 井 　 勲氏
（59歳・岩谷麓）

小 松 幸 夫氏
（73歳・小栗山）

佐々木　亨氏
（37歳・加賀沢）

眞 坂 平 通氏
（64歳・中俣）

古 関 幸 子氏
（61歳・東由利舘合）

齋 藤 　 誠氏
（54歳・西目町西目）

佐 藤　  崇氏
（42歳・鳥海町栗沢）

佐 藤 秀 孝氏
（65歳・鳥海町下直根）

新
農
業
委
員
会
活
動
が
ス
タ
ー
ト

◆
農
業
委
員

会 長

会長職務代理者

7 Yurihonjo city public Relations. 2017

佐々木 由美氏
（58歳・中田代）

齋 藤 　 衛氏
（59歳・西目町西目）

成 田 敬 一氏
（64歳・岩谷町）

三 浦 善 信氏
（63歳・西目町西目）

畠 山 　 実氏
（39歳・羽広）

三 浦 幸 夫氏
（58歳・大内三川）

大 庭 朋 和氏
（40歳・東由利宿）

小 野 晃 一氏
（54歳・東由利舘合）

豊 島 靖 喜氏
（54歳・矢島町元町）

阿 部 長一郎氏
（66歳・岩城下蛇田）

木 村 勝 三氏
（72歳・岩城冨田）

伊 藤 　 剛氏
（47歳・山本）

佐 藤 　 順氏
（59歳・黒沢）

庄 司 昭 一氏
（62歳・飯沢）

板 垣 利 明氏
（62歳・滝ノ沢）

伊 藤 一 正氏
（58歳・川口）

角 谷 長 栄氏
（63歳・赤沼下道）

金 　 清 二氏
（65歳・松ヶ崎）

本 間 　 初氏
（60歳・藤崎）

佐 藤 榮 一氏
（62歳・矢島町新荘）

佐 藤 源 樹氏
（32歳・鳥海町上笹子）

三 舩 勘 一氏
（57歳・鳥海町小川）

村 上 　 保氏
（61歳・鳥海町中直根）

◆
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

氏名、年齢、大字
※年齢は８月15日現在

農業委員会の活動とは
　農業委員会等に関する法律
の改正により、農業委員会の
重点業務として、①担い手へ
の農地利用の集積・集約化、
②遊休農地の発生防止・解消、
③新規参入の促進、という「農
地等の利用の最適化の推進」
に関する事務が位置付けられ
ました。本市においても、農
業従事者の高齢化や農業後継
者不足が顕著になっています。
意欲のある担い手を確保し育
成していくためには、農業経
営の安定と向上につながる仕
組みづくりが大切です。
　また、担い手へと農地をリ
レーしていくためには、出し
手と受け手のニーズを踏まえ
た話し合いの場が必要になり
ます。地域の農地集積の青
写真である「人・農地プラン」
の深化に向けて、市長部局と
連携した活動が求められます。

　本市農業委員会では、農業
の現場が抱える課題について
地域の農業者等との意見交換
を行い、行政機関に対する要
望・要請活動につなげていま
す。農地中間管理事業等を活
用した担い手への農地集積の
展開など、農業委員と農地利
用最適化推進委員の連携した
活動が一層重要になってい
ます。

詳しくは
　農業委員会事務局
　　☎２４－６２５８
または　各総合支所
  庶務班（産業課内）まで

作況・農地等現況調査（平成28年９月）
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市長室

　市長の長谷部です。７月の私の行動の
一部をお知らせします。この情報は、
市ホームページでもご覧いただけます。

か　ら

交通安全功労者の皆さん

カダーレから本荘公園まで交通安全パレード

第
32
回
菖
蒲
カ
ー
ニ
バ
ル

夏
の
一
夜
を
彩
る
踊
り
の
輪

東
北
柔
道
大
会
で
入
賞　

小
友
唯
心
塾
が
全
国
大
会
へ

７月５日（水）
市選出県議会議員と市当局との意見交換会
（本荘グランドホテル）

７月11日（火）
市青少年ハンガリー友好交流訪問団結団式（正庁）

　

第
32
回
菖
蒲
カ
ー
ニ
バ
ル

（
由
利
本
荘
青
年
会
議
所
主
催
）

が
７
月
28
日
、
カ
ダ
ー
レ
前
通

り
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

19
団
体
か
ら
約
５
０
０
人
が

参
加
し
て
恒
例
の
「
菖
蒲
音
頭

踊
り
」
や
「
新
本
荘
追
分
踊

り
」
を
披
露
し
、
沿
道
の
観
衆

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ

ー
や
ヤ
ー
ト
セ
交
流
会
、
お
笑

い
ラ
イ
ブ
な
ど
も
行
わ
れ
、
会

場
周
辺
は
大
勢
の
参
加
者
や
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

星
空
に
大
き
く
咲
い
た
光
の
花

第
67
回
本
荘
川
ま
つ
り
花
火
大
会

　

第
67
回
本
荘
川
ま
つ
り
花
火

大
会
（
市
観
光
協
会
主
催
）
が

７
月
29
日
、
ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア

ク
ア
パ
ル
前
河
川
敷
の
友
水
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
６
千
発
の
花
火
が
夜
空
を

華
や
か
に
彩
っ
た
ほ
か
、
子
吉

川
の
川
面
に
ナ
イ
ア
ガ
ラ
や
灯

籠
流
し
な
ど
の
光
の
花
が
咲
き
、

訪
れ
た
約
５
万
人
の
観
客
か
ら

大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

５
月
に
行
わ
れ
た
「
第
30
回

マ
ル
ち
ゃ
ん
杯
東
北
少
年
柔
道

大
会
」
で
、
小
友
唯
心
塾
が
見

事
第
２
位
に
入
賞
し
、
９
月
24

日
に
東
京
武
道
館
で
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出

場
を
決
め
ま
し
た
。

　

監
督
と
選
手
た
ち
８
人

は
７
月
10
日
に
市
役
所
を

訪
れ
、
阿
部
副
市
長
に
結

果
を
報
告
。
主
将
の
小
松

大
将
君
（
小
友
小
６
年
）

は
「
東
北
大
会
で
は
優
勝

を
逃
し
悔
し
い
思
い
を
し

た
が
、
そ
の
分
練
習
を
頑

張
っ
て
い
る
の
で
、
全
国

大
会
で
は
上
位
入
賞
を
目

指
し
た
い
」
と
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
が
英
語
の
学
習
の

成
果
を
披
露
し
合
う
「
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
７
月
19
日
に
由
利
中
学
校
で

開
か
れ
、
同
校
の
全
校
生
徒
と

由
利
小
学
校
の
６
年
生
が
英
語

で
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
由
利
小
・
中
学
校
は
、
文

科
省
の
指
定
を
受
け
「
外
国
語

教
育
強
化
地
域
拠
点
事
業
」
の

研
究
に
４
年
間
取
り
組
ん
で
お

り
、
小
・
中
学
校
全
学
年
で
英

語
の
授
業
は
普
段
か
ら
「
オ
ー

ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
自

分
の
好
き
な
も
の
に
つ
い
て
発

表
し
た
り
、
ア
ニ
メ
の
映
像
に

自
分
た
ち
で
考
え
た
せ
り
ふ
を

乗
せ
て
発
表
し
た
り
と
、
生
徒

た
ち
が
自
由
な
表
現
で
英
語
に

親
し
み
ま
し
た
。

　

木
内
す
み
れ
さ
ん
（
由
利
小

６
年
）
は
「
中
学
生
の
英
語
の

発
表
も
大
体
は
理
解
で
き
ま
し

た
。
中
学
校
で
の
英
語
の
勉
強

も
と
て
も
楽
し
み
」
と
声
を
弾

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

友
好
都
市
で
あ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ヴ
ァ

ー
ツ
市
と
は
、
平
成
10
年
に
ヴ
ァ
ー
ツ
市
の
中

学
生
が
本
市
を
訪
問
し
て
以
来
、
１
年
ご
と
に
互
い

の
市
を
行
き
来
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
市
内
の
中
学
生
９
人
が
７
月
31
日
に
本
市
を

出
発
し
、
ヴ
ァ
ー
ツ
市
に
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら

歴
史
や
文
化
に
触
れ
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
映
像
で

簡
単
に
異
国
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

実
際
に
そ
の
地
を
訪
れ
、
人
々
と
触
れ
合
う
こ
と
は
何
事
に

も
変
え
ら
れ
な
い
貴
重
な
経
験
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
か
ら
の
訪
問
は
今
回
で
９
回
目
と
な
り
ま
す
が
、

訪
問
団
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
「
感
動
と
発
見
の
日
々
」

と
な
り
、
ヴ
ァ
ー
ツ
市
と
の
友
好
の
絆
を
一
層
深
め

る
架
け
橋
と
し
て
さ
ら
に
成
長
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
選
出
の
県
議
会
議
員
で
あ
る
小

田
議
員
、
三
浦
議
員
、
加
藤
議
員
の
３

議
員
を
囲
み
な
が
ら
、
副
市
長
以
下
幹

部
職
員
と
と
も
に
意
見
交
換
を
い
た
し

ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
私
が
市
長
に

就
任
し
て
か
ら
毎
年
開
催
し
て
お
り
、

今
回
で
９
回
目
を
数
え
ま
す
。
市
の
主

要
施
策
に
つ
い
て
説
明
し
た
ほ
か
、

「
市
道
猿
倉
花
立
線
の
復
旧
に
向
け
て

の
支
援
」
な
ど
、
本
市
が
抱
え
る
喫
緊

の
課
題
に
つ
い
て
、
私
か
ら
直
接
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

県
議
の
皆
さ
ま
と
も
し
っ
か
り
と
連

携
を
図
り
、
本
市
の
発
展
に
向
け
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
13
回
交
通
安
全
市
民
大
会

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
誓
い
新
た
に　

　

第
13
回
交
通
安
全
市
民
大
会

が
７
月
26
日
に
カ
ダ
ー
レ
で
開

催
さ
れ
、
市
民
約
８
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
交
通
安
全
功
労

者
に
感
謝
状
が
、
交
通
安
全
メ

ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞

者
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
後
、

長
谷
部
市
長
が
「
市
で
は
高
齢

者
や
通
学
途
中
の
児
童
生
徒
の

事
故
防
止
を
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
交
通
安
全
運
動
を
実
践
し
、

交
通
事
故
防
止
に
向
け
て
さ
ら

な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
体
験
発
表
が
行
わ
れ
、

阿
部
真
珠
さ
ん
（
西
目
小
６
年
）
、

佐
藤
萌
佳
さ
ん
（
鳥
海
中
２
年
）
、

高
田
拓
海
さ
ん
（
由
利
工
高
２

年
）
が
、
自
身
の
体
験
や
思
い
か

ら
交
通
安
全
の
大
切
さ
を
訴
え

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
大
会
終
了
後
、
県

警
音
楽
隊
を
先
頭
に
本
荘
公
園

ま
で
パ
レ
ー
ド
し
、
交
通
事
故

の
な
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

鳥
海
山
を
駆
け
上
が
る

矢
島
カ
ッ
プ
Mt.
鳥
海
バ
イ
シ
ク
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク

　

「
第
31
回
矢
島
カ
ッ
プ
Mt.
鳥

海
バ
イ
シ
ク
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

が
７
月
29
〜
30
日
に
矢
島
地
域

で
開
催
さ
れ
、
全
国
27
都
道
府

県
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
１
０

０
２
人
が
、
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア

ル
や
鳥
海
山
の
五
合
目
・
祓
川

ま
で
標
高
差
１
１
０
０
㍍
を
一

気
に
駆
け
上
が
る
山
岳
コ
ー
ス

に
挑
み
ま
し
た
。

　

沿
道
で
は
地
域
住
民
が
プ
ラ

カ
ー
ド
を
掲
げ
る
な
ど
、
選
手

た
ち
に
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

□
主
な
上
位
入
賞
者
（
敬
称
略
）

【
矢
島
カ
ッ
プ
】
▽
優
勝…

高

橋
利
尚
（
神
奈
川
県
）
▽
準
優

勝…

武
田
祥
典
（
山
形
県
）
▽

３
位…

高
橋
義
博
（
神
奈
川
県
）

【
矢
島
ク
イ
ー
ン
カ
ッ
プ
】

▽
優
勝…

清
水
朋
美
（
長
野
県
）

▽
準
優
勝…

地
主
有
二
里
（
山

形
県
）
▽
３
位…

盛
永
母
映
（
新

潟
県
）

英
語
で
自
由
に
表
現
し
よ
う

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
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◇
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
課
（
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎
22
ー
１
８
３
４
）

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

のばそう健康寿のばそう健康寿命!のばそう健康寿命!
　市では、市民の健康寿命の延伸に向けた取り組みを進めており、各地域でさ
まざまな健康づくり事業を実施しています。このコーナーでは、各地域の健康
づくり事業の中から全市民を対象とする事業をご紹介します。お住まいの地域
以外の事業にも、お気軽にご参加ください。

各種健（検）診9月9月 ○お住まいの地域に限らず、市民の方はどの会場でも検診を受けることができます。
〇詳しくは、当該地域の保健センターまたは市民福祉課へお問い合わせください。
○西目、矢島地域の検診は事前申込期間が終了していますが、受け付け可能な検診も
　ありますのでお問い合わせください。
※要事前予約　問 西目総合支所市民福祉課　☎３３－４６２０
　　　　　　　　 矢島総合支所市民福祉課　☎５５－４９５９

実施日検　診　名

西 目

大 内

矢 島

9:30 ～ 10:30

9:00 ～ 10:00

13:00 ～ 13:30

13:30 ～ 14:00

12:30 ～ 13:00

13:00 ～ 13:30

13:00 ～ 14:00

8:00 ～  8:30

地 域 受付時間 会　　場

特定健診・健康診査
前立腺がん検診
肝炎ウイルス検診

乳がん検診
子宮がん・婦人科超音波検診

HPV検査

乳がん検診
子宮がん・婦人科超音波検診

HPV検査

胃がん検診

骨粗しょう症検診

肺がん検診

６日（水）
７日（木）
８日（金）

４日（月）
６日（水）
８日（金）

４日（月）

５日（火）

20日（水）
22日（金）
25日（月）

西目保健センター

大内保健センター

矢島保健センター

子宮がん・婦人科
超音波検診のみ
受診の方

子宮がん・婦人科
超音波検診のみ
受診の方

 【東由利地域】
　 「リフレッシュ教室」
　  （全８回のうち２回目）
　血圧測定、軽体操を行います。
日時　９月４日（月）13時～ 15時
会場　東由利総合支所２階
講師　フリーインストラクター　齋藤真弓さん
問　　東由利総合支所市民福祉課
           ☎６９－２１１８

 【鳥海地域】
　 「健康づくり学級」
　  （全３回のうち３回目）
　食生活についての講話です。
日時　８月29日（火）13時半～ 15時
会場　紫水館
講師　栄養士　土舘祐子さん
問　　鳥海総合支所市民福祉課
           ☎５７－３５０３

▶▶催し
■第９回「がん体験者の集い」
　患った部位に関係なく、語り合って
気持ちを楽にしませんか。参加は無料、
申し込みも不要です。
日時　８月27日（日）　10時～正午
会場　鶴舞会館　第一研修室
対象　がん体験者やその家族、関心の
　　　ある方
内容　情報交換、語り合い
※各自飲み物をご持参ください。
問　由利組合総合病院がん相談支援セ
　　ンター　☎２７－１２００

本紙８月１日号12㌻掲載「全国大会出場おめでとう」
のお名前の中で、本荘高校の「村上優里」さんとある
のは、正しくは 「村上優理」さんでした。訂正してお
わびいたします。

おわび
・訂正

本紙８月１日号25㌻掲載「８月献血日程」の中で、
ビイギャル本荘店は「25日（金）」に変更となっています。

日程の
変  更

本紙８月１日号13㌻掲載「全国・東北大会出場おめで
とう」に次の方を追記します。
【東北大会出場】（敬称略）
□矢島中学校
▼柔道・男子個人73㌔級　
木村祥悟（３年・矢島町新荘）

追 記

７月末日現在・住民基本台帳
　　　　　　  （　）は前月比

事故･違反･飲酒運転のない街に!
７月の交通事故発生状況 

事故件数

死亡者数

負傷者数
  （７月31日現在・由利本荘警察署管内）

７月累計 昨年同期

45件

１人

61人

６件

０人

11人

49件

１人

66人

人口　 78,830人（-15）
男 =37,611人（- ５）
女=41,219人（-10）

世帯数 30,570世帯（+13）


